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１．背景と目的

三菱重工原子力技術資料:クラスB

➢ 原子力発電プラントの安全・安定運転は、技術開発から運用に至る各段階での広範且つ

高度な技術に支えられており、プラントメーカーと電力会社の連携によって実現される

➢ 原子力を将来に亘って最大限活用するためには、あらゆる分野での技術力の維持・向上と

優秀な人材の効果的・戦略的な育成が不可欠であり、原子力業界全体の課題である

原子力の将来を担う人材の育成と裾野拡大のために、三菱重工グループと関西電力が連携し、

各社の業務範囲や特性に応じた実践的な研修プログラムを提供する

実施体制

• 事業取りまとめ
• プラント設計・製造研修

• 燃料設計・製造研修 • 燃料設計・製造研修 • プラント運用研修

• 事業運営支援

三菱重工
神戸造船所

関西電力
大飯発電所

三菱原子燃料
MHI原子力研究開発

研究開発 製造・検査設計 建設・運転・保守
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２．事業計画

三菱重工原子力技術資料:クラスB

育成対象： 理系分野の大学院生、大学生（3年以上）及び高専生（専攻科）

 ➡ 原子力専攻に限定せず幅広い分野の学生を受入れ … 裾野拡大

育成人数： 各項目20名程度ずつ※1,※2（3ヵ年で計105名程度）

開催方式： R4年度はオンライン※3、R5・R6年度は現地

全体計画
R4年度 R5年度 R6年度

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

 企画・運営

① 原子力プラント設計・製造研修

② 原子力プラント運用研修

③ 燃料設計・製造研修

2.5日

0.5日

2日

企画、学生募集等

事後評価、次年度準備

3日

1日

2日

3日

1日

2日

研修の実施

研修項目 育成対象
計画人数

R4年度 R5年度 R6年度 計

① 原子力プラント設計・製造研修
日本国籍を有する理系分野の
大学院生、大学生（3年以上）、
高専生（専攻科）

20名 20名 20名
105名② 原子力プラント運用研修

③ 燃料設計・製造研修 20名 15名 15名

R5年度以降は
計4日間に延長

※1 項目①と②は連続した１つのプログラムとして実施

※2 現地開催では施設のキャパシティを考慮し、項目③を15名に変更

※3 コロナ感染防止対策のため
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３．プログラム概要

① 原子力プラント設計・製造研修 ② 運用研修 ③ 燃料設計・製造実習

1日目 2日目 3日目 4日目 ※1 1日目 2日目

[座学]
原子力発電の位置付け
三菱重工原子力事業の紹介

[座学]
PWRプラントの概要及び
主要機器

[見学] ※2
格納容器VR見学

[実習A導入座学]

PWRプラントの機器(SG)
設計

原子力を支える製造技術

[実習B導入座学]
プラントシステム設計概要

[実習A]
PWRプラントの主要機器

原子力を支える製造技術

[実習B]
プラントシステム設計

[座学・実習]
PWRプラントの検査技術

[座学]
原子力の将来に向けた取
組み

[見学] ※2
機器製造工場、保全訓練
センター、NDEセンター

[若手技術者との交流会]
関西電力との共同開催

[座学] ※2
原子力発電所の概要

[見学] ※2
大飯発電所

[座学]
原子力プラント運用

[実習] ※2
訓練シミュレータでの原
子炉運転操作実習

[座学]
PWR燃料の概要

[見学] ※2
燃料製造工場

[座学]
燃料設計

[座学]
PWR燃料の研究開発

[見学] ※2
実験施設、試験設備
マニピュレータ操作
体験

[見学] ※2
燃料被覆管バースト
試験

[実習] 
ペレット製作実習

[実習] 
燃料LOCA模擬試験

三菱重工原子力技術資料:クラスB

➢ 原子力プラント／燃料の幅広い技術分野とメーカー／電力会社の様々な取組みや業務内容
について、座学、実習、現場見学を通して、実践的・俯瞰的に学習

➢ 実際の設計業務を模擬体験する「設計実習」は、蒸気発生器を共通テーマとした２コース
を設け（選択制）、グループワークで学生自らが考え、判断しながら課題を解決

➢ 工場／発電所見学、非破壊検査やシミュレータ実習などの体験型プログラムも充実

➢ 原子力業界で働くことをより身近に、魅力的に感じてもらうために、参加学生と年齢が
近い若手技術者との交流会を開催

設計実習コース
R4年度 R5年度 R6年度

選択制

A：機器設計・製造実習 ◯ ◯ ◯

B：システム設計実習 ― ◯ ◯
※1 R4年度は3日目に実施
※2 R4年度は未実施

R6年度研修プログラム
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４．開催実績・参加者数

三菱重工原子力技術資料:クラスB

◼ 開催実績

➢ R4年度はオンライン、R5年度以降は現地での研修を計画通り実施

➢ R6年度は台風直撃を受け、項目②を已む無く中止とするも、③は期間を変更して開催

研修項目 R4年度 R5年度 R6年度

① 原子力プラント設計・製造研修
3日間（2/15-17）

3日間（8/22-24） 3日間（8/27-29）

② 原子力プラント運用研修 1日（8/25） 1日（8/30）台風により中止

③ 燃料設計・製造研修 2日間（2/20-21） 2日間（8/28-29） 2日間（9/2-3 → 9/26-27）変更

◼ 参加者数

➢ 3年間で全国20大学から計画を上回る延べ115名の学生が研修に参加 … 内訳は次葉

21
24

2222

15
11

43
39

33

R4年度 R5年度 R6年度

25 23

48

24

17

41

24

17

41

参加者の所属校

■①② ■③ ■合計  参加予定者数

[名]

大阪大学
大阪公立大学
近畿大学
兵庫県立大学
奈良女子大学
福井大学
徳島大学
広島大学
九州大学
熊本大学

北海道大学
東北大学
東京大学
東京科学大学
東京都市大学
早稲田大学
神奈川大学
長岡技術科学大学
名古屋大学
京都大学

参加者数 R4年度 R5年度 R6年度 合計

予定 48名 41名 41名 140名

実績※ 43名 39名 33名 115名
※ 直前の体調不良や台風による辞退者が発生
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参考：参加者の内訳

三菱重工原子力技術資料:クラスB

➢ 機械工学、理学、電気・通信など原子力専攻以外の学生は36名（31％）

➢ 学部３年生から博士２年生までの幅広い学年が参加

    ➡ 学校・専攻分野・学年の枠を超えた幅広いコミュニケーションの機会を提供

1

4

57

25

28

修士2年

修士1年

学部4年

学部3年

博士2年

名
79

16

9

6

2 2 1

原子力機械

化学・材料

理学

宇宙

名

土木・建築

電気・通信

非原子力
31％

専攻分野

8 6
14

7 13
5

28 18
11

1

3
1

R4年度 R5年度 R6年度

B3 B4 M1 M2 D2

学年
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５．プラント設計・製造研修［座学］（1/3）

➢ 原子力専攻外の学生も実習にスムーズに参加できるように、原子力発電の特徴やプラント

の仕組みなど基礎的な内容から座学を実施

➢ 原子力業界で将来活躍できる場があることを示すために、三菱重工の事業ロードマップや

将来や向けた革新炉や新技術開発の取組みなども紹介

［座学］原子力発電の仕組み ［座学］PWRプラントの概要及び主要機器

［座学］原子力の将来に向けた取組み ［座学］受講風景
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５．プラント設計・製造研修［実習］（2/3）

➢ PWRプラントの特徴的な機器である「蒸気発生器」を共通テーマに、メーカーならではの

学生自らが強度計算や基本システム構成（系統、配置）検討を行う実習を実施

➢ グループディスカッションや成果発表を行い、設計技術者の丁寧なフィードバックにより

プラント設計の難しさや楽しさを体験

［実習A］機器設計・製造実習
（SG給水管台の設計・製造技術）

［実習B］プラントシステム設計実習
（SG補助給水システムの系統設計・配置設計）
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➢ 現場見学では製作中の蒸気発生器を間近で見学など、座学・実習の理解度を更に深め、

ものづくりの現場の雰囲気やスケールの大きさを体感

➢ 若手エンジニアとの交流会では、原子力産業界での仕事や働き方・魅力や将来性、社員の

日常生活などについて、ざっくばらんな意見交換を実施

三菱重工原子力技術資料:クラスB

５．プラント設計・製造研修［現場見学］（3/3）

［現場見学］格納容器内VR ［現場見学］保全訓練設備 ［現場見学］製作中の蒸気発生器

［現場見学］蒸気発生器モックアップ ［若手交流会］（三菱重工若手社員） ［若手交流会］（関西電力若手社員）
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６．プラント運用研修

➢ メーカーでの設計・製造実習のあとに、実際に原子力発電プラントがどのように運用され、

社会に役立てられているかを学ぶ、電力会社視点の研修プログラム

➢ 大飯発電所見学では、新規制対応の安全対策について電力社員が現場で詳しく解説し、

格納容器やタービン建屋内部はVR見学を併用して現場体験

➢ シミュレーター実習では、電力社員による運転操作デモ見学の他、シナリオに沿って学生

自らが制御棒やトリップ操作などを体験

［現場見学］大飯発電所見学 ［現場実習］シミュレータ運転操作実習

［座学］蒸気発生器の取替 ［座学］蒸気発生器の取替

三菱重工原子力技術資料:クラスB
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７．燃料設計・製造研修

➢ 座学では、原子燃料の基礎から設計技術、ATFなどの最新技術開発動向までを幅広く紹介

➢ 燃料ペレット製作と被覆管のLOCA模擬試験を、動画・見学で実作業を模擬体験

➢ 現場見学では、国内唯一の再転換工程を含む一連のPWR燃料製造工程（三菱原子燃料）や

ホットラボなどの各種研究開発施設（MHI原子力研究開発）を見学

➢ ラボ内では、照射材を取扱うために必要となるマニピュレータの操作も実際に体験

［実習］動画教材を用いたペレット製作実習

［実習］マニピュレータ操作実習［現場見学］燃料製造工場見学

［実習］被覆管のLOCA模擬試験
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８．参加学生の声

三菱重工原子力技術資料:クラスB

➢ 参加学生ほぼ全員から非常に高い満足度評価を獲得

➢ 原子力専攻以外でも十分に理解でき、且つ、大学では学べないメーカーと電力会社の実務

を体験できる内容が「有意義」との回答が多数

➢ 技術面だけでなく原子力の魅力や重要性・将来性にも触れ、原子力専攻／専攻外を問わず、
原子力業界に対するポジティブな意見や感想あり

研修全般・講義内容について ＊原子力専攻外の学生の声

✓ 専門外なので少し不安だったが、分かりやすい講義で、自分の専攻分野
の知識を活かせる点も多く、原子力への興味が深まった＊

✓ 実務体験や現場見学から大学では学べないことをたくさん学べる

✓ 実物を間近で見れたのは貴重な経験。理解が一気に深まった

✓ 他校生との交流は、良い刺激になった

アンケート結果

意識の変化、将来への想い

✓ 安全最優先の取組みを知って原子力のイメージが良くなった。＊

✓ 若手社員と話して原子力を身近に感じた。仕事が楽しそう。

✓ 将来性があって魅力的。革新炉開発にも携わってみたい。

✓ 仕事を知って、原子力業界で働きたい気持ちが芽生えた。＊

満足度
100%

とても有意義

有意義

9

91

おすすめ度
99%

是非勧めたい

勧めたい
11

88
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９．指導教員の声

三菱重工原子力技術資料:クラスB

➢ 指導教員の多くが、メーカーと電力会社でしかできない貴重な研修であり、学生の学習意

欲も向上したなど、本研修を高く評価

➢ 原子力分野への進学・就職等、原子力のキャリア形成にも有効であることを確認

➢ 人材育成研修の継続を望む声もあり

Q. 本研修は学生にとって有用でしたか？

✓ 実践的なことを多く学べ、メーカー／電力会社ならではの研修と大学教育は補完関係にある

✓ 社員の生の声を聞ける貴重な経験、他校や他分野の学生との交流は良い刺激になった

✓ 学生が原子力業界で働き、活躍する姿をイメージできたと思う

✓ 他の学生にも勧めたいので是非継続してほしい

Q. 研修後学生に変化はありましたか？ ＊ 原子力専攻外の学生に対する声

✓ 研修に参加してモチベーションが更に高まった

✓ 研究室内でのリーダーシップが増し、実験方法の改善等を積極的に提案するようになった

✓ 原子力やエネルギーに興味を持ち、関連する講義を積極的に聴講している＊

✓ 他分野から原子力専攻への進学を決めた＊
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10．まとめ

三菱重工原子力技術資料:クラスB

➢ 本事業では、三菱重工グループと関西電力が連携して、原子力発電の広範かつ高度な技術

分野をカバーする実践的な研修プログラムを構築し、3年間で延べ115名を育成

➢ モノづくりやプラント運用の実務と現場を体験できるメーカー・電力会社ならではの研修

は参加学生、指導教員それぞれから高い評価

➢ 人材の裾野拡大や原子力業界のイメージアップにも繋げるべく、幅広い専攻分野の学生に

参加を募り、原子力の重要性や将来に向けた取組みなどを積極的に情報発信

当社は今後も社会のニーズや学生・教員の期待にマッチした人材育成活動を継続していく

（R7年度以降の研修プログラムを検討中）
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